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健康づくり推進体制 

　健康づくりは、市民一人ひとりが主体的に取り組むものですが、個人の力だけで達成で

きるものではありません。個人の力と併せて社会全体として個人の行動変容を支援してい

く環境を整備することが重要です。

　このため、市民生活に密接に関連している関係者がそれぞれの特性を生かし、役割を明

確にして連携・協働することにより、効果的に健康づくりに取り組みます。

『めざす姿』『めざす姿』

生活と社会環境の質の向上に努め、「早世の減少と健康寿命の延伸」を図る生活と社会環境の質の向上に努め、「早世の減少と健康寿命の延伸」を図る

ことにより、「すべての市民が共に支え合い、健康で助け合うまち」を実現ことにより、「すべての市民が共に支え合い、健康で助け合うまち」を実現

します。します。

✿三沢市では、すべての市民が共に支え合い、健康で助け合うまちの実現を三沢市では、すべての市民が共に支え合い、健康で助け合うまちの実現を

めざし、市民の健やか力の向上や各年代に応じた生活習慣の改善、生活習慣めざし、市民の健やか力の向上や各年代に応じた生活習慣の改善、生活習慣

病の発症予防、社会環境の整備等を行います。病の発症予防、社会環境の整備等を行います。

【各領域の健康づくり】
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【めざす姿】
すべての市民が
共に支え合い
健康で助け合う

まち

市民の健康づくりを、
地域・職域・行政が支
援する

【地域】
・健康づくりを実践する場、機会の提供
・健診（検診）の受診勧奨への協力
・市の健康づくり事業への協力
・ボランティアの主体的な活動の推進に協力
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【学校・教育関係機関】
・生活習慣や健康づくりに関する健康教育、指導の実施
・家族、地域と連携した健康づくりの推進

【企業】
・従業員への健康教育、普及啓発の充実
・健診（検診）体制の充実や受診勧奨
・禁煙の推進及び受動喫煙の防止
・その他健康管理のための福利厚生の充実

【保健医療専門家・関係機関】
・健康づくりに関する情報提供や相談への対応
・専門的立場からの保健指導や健康教育への技術的支援
・各種健康づくり事業への支援

【マスメディア】
・正しい健康情報の提供

【行政】
・特定健康診査、がん検診等各種健康増進
  事業の実施
・地域の推進体制の構築
・地域への健康づくり普及啓発
・健康づくりに関する計画の推進・評価
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健 康 づ く り 目 標 

１．栄養・食生活 ２．身体活動・運動 ．３ 飲酒

チャレンジ目標

チャレンジ目標

チャレンジ目標

４．喫煙・COPD ５．歯・口腔の健康 ６．がん

７．循環器疾患 ８．糖尿病 ９．こころの健康

重点課題重点課題 →→ 市民市民のの健康課題健康課題のの中で中でも、も、優先度優先度のの高高い「い「ががんん予予防防」」「「糖尿病予防糖尿病予防」」「「こころこころのの健康健康」」のの 33 つつを取を取り上り上げていげていまますす。。

　生命を維持し、子ども達の健やかな成長と、人々が健康

で幸せな生活を送るために欠くことのできないものであり

多くの生活習慣病の予防の他、生活の質の向上、社会機能

の維持・向上の観点から重要です。

①乳幼児期からの食習慣や生活習慣に関心を持ち

　実践します。

②自分の適性体重を知り、それに近づけ

　るよう努力します。

③減塩に気をつけ、食事の栄養バランス

　に配慮します。

　身体活動・運動の量が多い人は、少ない人と比較して、循

環器疾患やがんなどの生活習慣病の発症のリスクが低いと言

われています。本市では、小学生の肥満傾向児の増加、糖尿

病などの生活習慣病による死亡率の増加、運動不足などが課

題です。

①子どもは体を動かして遊びます。

②自分の適性体重を知り、それに近

　づけるよう努力します。

③自分にあった運動を継続して行い

　ます。

　１日あたりの飲酒量が増えれば増えるほど、がん、高血圧、

脂質異常症などの疾病リスクが大きくなります。本市は多量

飲酒者が全国、県より高い割合です。多量飲酒の弊害やその

予防の重要性の啓発活動が必要です。

①妊娠中は飲酒をしません。

②未成年は飲酒をしません。

③週に２日は休肝日を設けます。

④節度ある適度な飲酒に努めます。

チャレンジ目標

　喫煙は、がんや慢性閉塞性肺疾患（COPD）、動脈硬化の

危険性を高め、循環器疾患、脳血管疾患、糖尿病、歯周病な

どを引き起こします。又、受動喫煙は、周産期の異常等の要

因や、乳幼児突然死症候群の危険性を高める要因となってい

ます。そのため喫煙防止と受動喫煙対策が重要です。

①たばこが健康に及ぼす影響を理解します。

②妊産婦及び子どもの喫煙を防止します。

③受動喫煙を防止します。

④喫煙者は禁煙にチャレンジします。

チャレンジ目標

　脳血管疾患と心疾患は、がんと並んで本市の主要死因となっ

ています。危険因子としては高血圧、脂質異常症、喫煙、糖尿

病などがあります。予防のためにはこれらの危険因子の改善に

向けた取り組みを推進していく必要があります。

①循環器疾患について正しい知識を持ち、よい生活習慣を心

　がけます。

②年１回、特定健康診査を受けます。

③健診後、要精密検査となった場合は必ず

　受診します。

④危険因子となる疾病の治療は継続します。

チャレンジ目標

　糖尿病予防は、脳血管疾患や心疾患などの生活習慣病全体

の改善や予防につながります。糖尿病は個人の生活等に大き

な影響を及ぼすことから、早期発見・早期治療に努め、病気

になっても悪化させないことが重要です。

①糖尿病についての正しい知識を持ち、正しい生活

　習慣を心がけます。

②年１回、特定健康診査を受けます。

③健診後、要精密検査となった場合は必ず受診します。

④糖尿病の人は、正しい治療を継続し、合併症の予防に

　努めます。

チャレンジ目標

　ストレスを抱えることが多くなっている現代において、こ

ころの健康への関心が高まって来ています。こころの病気等

の知識の普及啓発と共に、早期に適切な対応につなげる体制

づくりを進めていくことが重要です。

①余暇を充実させます。

②生きがいをつくります。

③十分な睡眠を取り、心身を休めます。

④自分に合ったストレス解消法を知り、

　実践します。 

⑤家族や身近な人のこころの変化に目を配り、声かけをします。

チャレンジ目標

　歯・口腔機能の健康は、食べる楽しみだけでなく、人との触

れ合いの中で必要な話す楽しみや、全身の健康の保持増進に大

切な役割を果たしています。歯科疾患の予防に関する正しい知

識の普及を図り、生涯にわたる口腔への取り組みが必要です。

①歯科疾患（むし歯や歯周病）の正しい予防

　方法を身につけます。

②毎日、毎食後、歯磨きをします。

③かかりつけ医を持ち、定期的に歯科検診

　を受けます。

④よく噛んで食べます。

チャレンジ目標

　がんは死因の第１位であり、本市では年間約100名の方が

亡くなっています。がん予防を推進していくためには、がん

予防の知識と正しい生活習慣の普及啓発、そして、検診等に

よる早期発見・早期治療を推進していくことが重要です。

①がん予防についての知識をもち、正しい生

　活習慣を心がけます。

②がん検診の必要性を理解し、定期的に受診

　します。

③検診の結果、精密検査となったら必ず受診

　します。


